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要旨 : 

1982 年１月，川崎製鉄㈱千葉製鉄所に完成した新電気亜鉛めっき設備は，KM-RCEL と名

付けられ，その後順調に稼働している。めっきプロセスとしての技術的将来性と経済性に

着目し，U.S.Steel 社から導入した CAROSEL 方式による，世界初の両面，片面兼用ライ

ンであるが，独自の研究・改良を加えて，高品質の両面めっき製造に成功した。また，期

待どおり，亜鉛つきまわりが全くない，完全な片面めっきが得られている。本報では，

CAROSEL めっき装置を中心に，設備の概要を紹介し，併せて優れた製品品質の一端を報

告した。消費電力の大幅節減，操業の容易な可溶性アノード，秀麗なめっき外観など，多

くの利点が実証されている。 
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